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ドイツ・ゲッチンゲン大学にて開催された Gottingen Data Science Summer School 

(2017年 7月 10日～21日)はゲッチンゲン大学 Ramin Yahyapour教授が実行委員長を

つとめ、HeKKSaGOnのデータサイエンス分科会より派遣された日独の大学教員、研究

者が行う講義と演習から構成される。以下に期間中のプログラムを示す。２週間にわた

るサマースクールに世界中から学生および若手研究者が集まり、約 40名の受講があっ

た。京都大学からも修士課程の学生１名がこのサマースクールに参加した。 

 

Gottingen Data Science Summer School のプログラム 

 

京都大学から講師２名がこのサマースクールに派遣され、佐藤彰洋特定准教授（情報学

研究科）は 2017年 7月 18日 8:30-10:00までの講義に出講し、”Indicators of 

sustainable tourism for development and their applications”という講義を担当した。 

この講義では、国連 2017年開発のための持続可能な観光国際年で取り扱われる持続可

能な観光を実現するための Key Performance Indicators(KPIs)開発を行うためのデータの

利活用方法について取り扱った。持続可能性の概念を環境、社会、経済の３分野における

各活動の長期にわたるバランスと捉えることにより多目的最適化問題として定式化される

ことを述べ、国連持続可能な開発アジェンダ(Sustainable Development Goals; SDGs)が



多目的最適化問題におけるパレートフロンティア上に複数の多目的最適化解集合を許容し

得ることを述べた。 

更に、国連世界観光機関が発行する旅行・観光サテライト勘定（Tourism Satellite 

Account; TSA）について説明すると伴に、データ収集時における同一性と一致性を担保す

るための標準の重要性を解説した。更に、KPIとして利用できる時間と空間の分解能に基

づく指標の分類を説明した。 

 特に地域レベルにおける持続可能性を定量的に評価できる指標を全世界レベルで実現す

るために、我が国で４０年以上使用されている地域メッシュコード(JIS X0410)と地域メ

ッシュ統計を全世界拡張した世界メッシュコードと世界メッシュ統計を説明した。ま

た、R言語を用いた世界メッシュ統計作成方法の実習および、佐藤彰洋准教授が科学技術

振興機構さきがけ研究「グローバルシステムの持続可能性評価基盤に関する研究」で独

自開発を行っている、世界メッシュ統計を用いた世界メッシュ統計定量化可視化基盤

(MESHSTATS)の実演解説を行った。 

国連世界観光機関が提唱する３フェーズから構成される１２ステップの持続可能な観

光のための指標開発方法と、この開発方法論のフィーズ１に位置付けられる異質的参加

者からなる参加型アプローチによる指標開発の実習を受講生とともに行った。 

サマースクール開催中の 2017年 7月 13日～14日には、HEKKSaGOn データサイエ

ンス分科会の F2F会合が開催された。佐藤彰洋特定准教授はこの会議に参加し、今後の

交流について日独の大学教員、研究者と共に意見交換を行った。 

 

 



 


